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特 集

本誌2012年９月号で「今から始める大麻栽
培」という特集を組んだところ、大反響を呼
んだ。あれから５年が経過したが、日本での
栽培面積は約６haと横ばいで推移している。
ところが世界を見渡せば、産業用ヘンプは医
療用・嗜好用と区別され、先進国を中心に生
産・利用の両面で急速な発展を遂げている。
そこで、産業用ヘンプにスポットを当て、世
界の最新動向をお伝えしたい。
� 構成・まとめ／加藤祐子

産
業
用
ヘン
プ
の

世
界
の
最
新
動
向
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世界の
産業用ヘンプ

栽培
カ ナ ダ

1998年に栽培が解禁され、
食用分野の栽培面積は世界
第一位を誇る。2016年の
栽培面積は3万4,000ha

米  国
2014年に産業用ヘンプ農業法が制定され、
産業用ヘンプを合法化した州は33州に。
そのうち15州で栽培され、16年の栽培面
積は9,650エーカー（3,905ha）。なかで
も14年に13haから開始したケンタッキー
州での栽培は、17年には5,179haまで拡大
した。なお、医療用大麻を合法化した州は
29 州とワシントンDCで、嗜好用大麻を合
法化した州は8州ある

ロ シ ア
かつては96万haで栽培されていた
が、一時期栽培面積はゼロに陥っ
た。2007年に法整備が進み、16年 
に2,450ha、17年に3,800haにまで
復活（出典：漢麻産業国際会議）

出典：第14回ヨーロッパ産業用ヘンプ協会（EIHA）国際会議（2017年6月）

■その他
■スロベニア
■英国
■スウェーデン
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ha

現
代
日
本
で
は
、「
大
麻
」
に
は
嗜
好

品
の
イ
メ
ー
ジ
が
植
え
付
け
ら
れ
て
危
険

な
も
の
と
捉
え
ら
れ
が
ち
だ
が
、
麻
は
和

名
を
大
麻
草
ま
た
は
大
麻
と
い
い
、
か
つ

て
は
日
本
人
に
馴
染
み
深
い
植
物
だ
っ

た
。
こ
の
特
集
で
は
誤
解
を
避
け
る
た
め

に
「
麻
」
と
表
記
す
る
。

麻
は
３
カ
月
で
約
３
ｍ
に
生
長
す
る
ア

サ
科
の
一
年
草
で
あ
る
。
中
央
ア
ジ
ア
原

産
の
農
作
物
で
、
人
類
の
有
史
以
来
繊
維

は
衣
服
や
縄
や
紐
に
、茎
は
建
材
や
燃
料
に
、

種
子
は
食
料
や
オ
イ
ル
に
使
わ
れ
て
き
た
。

冷
帯
、
温
帯
、
熱
帯
と
幅
広
い
気
候
帯
に

適
応
し
、
栽
培
地
は
世
界
各
地
に
分
布
し

て
い
る
。
英
名
で
は
Ｈ
ｅ
ｍ
ｐ
（
ヘ
ン
プ
）

と
い
い
、
農
業
の
世
界
で
は
、
歴
史
的
に

工
芸
作
物
（Industrial Crop

）
と
い
う

位
置
づ
け
に
あ
る
。

繊
維
原
料
と
し
て
の
需
要
に
加
え
て
、

昨
今
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、
麻
に
含
ま

れ
る
化
学
成
分
、
カ
ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
だ
。

マ
リ
フ
ァ
ナ
成
分
で
あ
る
Ｔ
Ｈ
Ｃ
（
テ
ト

ラ
ヒ
ド
ロ
カ
ン
ナ
ビ
ノ
ー
ル
）
と
Ｃ
Ｂ
Ｄ

（
カ
ン
ナ
ビ
ジ
オ
ー
ル
）
な
ど
約
１
０
０
種

類
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
Ｔ
Ｈ
Ｃ
濃
度
の

低
い
品
種
に
限
っ
て
使
用
す
る
産
業
用
ヘ

ン
プ
は
、
健
康
に
役
立
つ
Ｃ
Ｂ
Ｄ
商
品
と

し
て
ヘ
ル
ス
業
界
で
も
注
目
の
的
で
あ
る
。

�

栽
培
地
は
世
界
各
地
に
分
布

世
界
各
国
の
産
業
用
ヘ
ン
プ
の
栽
培
実

態
を
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
（
世

10,000ha以上

5,000～9,999ha

1,000～4,999ha

100～999ha

0～99ha

該当データなし

産業用ヘンプの国別の栽培面積

図１：産業用ヘンプの栽培面積の変化（EU圏）

1



韓国
12ha

北朝鮮
20,511ha
北朝鮮

20,511ha

チリ
6,728ha
チリ

6,728ha

フランス
12,081ha
フランス

12,081ha
スペイン
10ha
スペイン
10ha

ルーマニア
4,061ha
ルーマニア
4,061ha

ウクライナ
2,466ha
ウクライナ
2,466ha

ポーランド
173ha
ポーランド
173ha

チェコ
152ha
チェコ
152ha

オーストリア
900ha
オーストリア

900ha

オランダ
1,633ha
オランダ

1,633ha

ハンガリー
1,586ha
ハンガリー
1,586ha

トルコ
100ha
トルコ
100ha

パキスタン
87ha

パキスタン
87ha

イタリア
223ha
イタリア
223ha

ロシア
6,099ha

中国
12,821ha

ロシア
6,099ha

中国
12,821ha

日本
1ha
日本
1ha

15 農業経営者 2017 年 10 月号

特 集︱産業用ヘンプの世界の最新動向

界
食
糧
機
関
）
統
計
で
は
繊
維
用
と
種
子

用
に
分
け
て
栽
培
面
積
を
集
計
し
て
い

る
。
最
新
の
２
０
１
４
年
の
国
別
の
デ
ー

タ
に
よ
れ
ば
、
世
界
の
栽
培
面
積
は
合
わ

せ
て
約
７
万
ha
。
地
図
上
に
繊
維
用
と
種

子
用
の
合
計
面
積
で
国
別
に
色
分
け
し
て

み
た
が
、
非
公
式
デ
ー
タ
も
多
く
、
情
報

量
は
不
十
分
で
、実
態
を
捉
え
て
い
な
い
。

今
年
６
月
に
開
催
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

産
業
用
ヘ
ン
プ
協
会
（
Ｅ
Ｉ
Ｈ
Ａ
）
の
国

際
会
議
で
報
告
さ
れ
た
最
新
動
向
を
見
れ

ば
、
そ
の
理
由
も
理
解
で
き
よ
う
。
93
年

か
ら
16
年
ま
で
の
Ｅ
Ｕ
各
国
の
栽
培
面
積

の
変
化
（
図
１
）
を
見
る
と
、
13
年
以
降

に
急
速
に
拡
大
し
て
い
る
の
だ
。
そ
れ
だ

け
、
産
業
用
ヘ
ン
プ
の
業
界
が
新
し
い
と

い
う
わ
け
で
あ
る
。

Ｅ
Ｕ
圏
で
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
麻
の

栽
培
を
禁
止
し
な
か
っ
た
の
は
フ
ラ
ン
ス

だ
け
で
、
そ
の
ほ
か
の
国
々
は
米
国
の
麻

薬
規
制
に
従
っ
た
。
し
か
し
、
麻
や
カ
ン

ナ
ビ
ノ
イ
ド
に
関
す
る
研
究
成
果
が
蓄
積

さ
れ
た
こ
と
で
、
産
業
用
ヘ
ン
プ
は
医
療

用
大
麻
や
マ
リ
フ
ァ
ナ
と
切
り
離
し
て
考

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
96
年
に
ド
イ
ツ

で
産
業
用
ヘ
ン
プ
の
Ｔ
Ｈ
Ｃ
濃
度
に
関
す

る
国
際
基
準
が
設
け
ら
れ
、
麻
薬
規
制
を

リ
ー
ド
し
て
き
た
米
国
で
も
14
年
に
産
業

用
ヘ
ン
プ
農
業
法
が
制
定
さ
れ
、
国
際
的

な
障
壁
は
低
く
な
っ
た
。
い
ま
や
産
業
用

ヘ
ン
プ
は
生
産
・
利
用
の
両
面
で
拡
大
の

一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。

※国別の栽培面積はFAO統計（2014年）の種子用と繊維用の合計とした
　国別の情報は中国とロシアを除き、第14回ヨーロッパ産業用ヘンプ協会（EIHA）国際会議（2017年6月）による

ド イ ツ
1996年の法整備によって栽培
が広がり、2016年の栽培面積
は1,501haに。自動車部品に
加工され、メルセデスベンツ
にも納品されている

日 　 本
第二次世界大戦前は約１万
～２万haの栽培があった
が、戦後GHQの麻薬規制の
もと激減。2015年の栽培
面積は約６ha

タ  イ
2013年に王室直属
のプロジェクトとし
て栽培を開始

オーストラリア
1998 ～2017年までの 
20年間をかけて7州で
栽培が解禁された

オ ラ ン ダ
1994年から栽培を
スタートしたEU圏の 
先駆者。2016年の栽 
培面積は2,443ha デ ン マ ー ク

2014年から栽培の取 
り組みが始まった

ス ペ イ ン
1998年から小面積でヘン
プ住宅の原料として栽培
が始まったが、2006年時 
点で3haにまで減少。そ
の後、住宅用壁材の原料
に活路を見出し、16年に
は300haに拡大

イ タ リ ア
2002年から地道な挑戦
を続け、16年の栽培面
積は2,300haに拡大

中  国
2016年の中国全土での栽培面積は、繊
維用が2万2,000ha、種子用が6万ha。
雲南省では10年に条例が制定され、紡
績や新素材、食品分野など15分野に
300億円が投資された。黒龍江省では
17年に条例を制定し、ハルピンで漢
麻産業国際会議を開催するなど、2万
6,800haに及ぶ中国内最大の産地に成
長した（出典：漢麻産業国際会議）

フ ラ ン ス
第二次世界大戦後、
シャルル・ド・ゴール 
元大統領の農業政策
により、一度も麻栽
培を禁止されていな
い 国。2016年 の 栽 
培面積は1万4,500ha 
でEU圏では最大
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�
�

繊
維
型
と
薬
用
型
の�

２
つ
の
品
種

麻
は
使
用
目
的
に
よ
っ
て
産
業
用
、
医

療
用
、
嗜
好
用
に
分
け
ら
れ
る
（
表
１
）。

産
業
用
で
利
用
す
る
の
は
、
マ
リ
フ
ァ
ナ

成
分
で
あ
る
Ｔ
Ｈ
Ｃ
（
テ
ト
ラ
ヒ
ド
ロ
カ

ン
ナ
ビ
ノ
ー
ル
）が
花
序
の
重
量
比
で
０
・

３
％
未
満
と
少
な
く
、
Ｃ
Ｂ
Ｄ
（
カ
ン
ナ

ビ
ジ
オ
ー
ル
）
を
多
く
含
む
繊
維
型
の
品

種
で
あ
る
。
Ｃ
Ｂ
Ｄ
に
は
、
Ｔ
Ｈ
Ｃ
の
向

精
神
作
用
を
打
ち
消
す
働
き
が
あ
り
、
た

と
え
繊
維
型
の
麻
を
煙
に
し
て
吸
引
し
て

も
い
わ
ゆ
る
「
ハ
イ
」
に
は
な
ら
な
い
。

主
に
種
子
、
茎
、
葉
を
利
用
す
る
。

一
方
、
医
療
用
あ
る
い
は
嗜
好
用
に
利

用
す
る
の
は
薬
用
型
の
品
種
で
、
Ｔ
Ｈ
Ｃ

を
花
序
の
重
量
比
で
５
～
25
％
と
多
く
含

み
、
Ｃ
Ｂ
Ｄ
が
少
な
い
も
の
で
あ
る
。
医

療
用
で
は
花
序
と
葉
、
嗜
好
用
に
は
花
序

の
み
を
利
用
す
る
。

日
本
で
「
麻
＝
扱
っ
て
は
い
け
な
い
も

の
」
と
認
識
さ
れ
て
い
る
の
は
、
麻
に
繊

維
型
と
薬
用
型
の
２
つ
の
品
種
が
あ
る
こ

と
自
体
が
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
た

め
だ
。
２
つ
の
品
種
を
区
別
し
て
扱
う
こ

と
が
、
産
業
用
ヘ
ン
プ
を
理
解
す
る
前
提

と
な
る
。

�

栽
培
品
種
と
規
制

Ｅ
Ｕ
圏
内
で
産
業
用
ヘ
ン
プ
と
し
て
栽

培
で
き
る
の
は
、Ｔ
Ｈ
Ｃ
濃
度
が
０
・
２
％

未
満
の
品
種
で
あ
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て

い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
Ｔ
Ｈ
Ｃ
濃
度
が

０
・
２
％
未
満
の
品
種
で
あ
れ
ば
、
種
子
、

茎
（
繊
維
と
麻
幹
）
だ
け
で
な
く
、
葉
や

花
序
も
、
ビ
ー
ル
や
ハ
ー
ブ
茶
、
エ
ッ
セ

ン
シ
ャ
ル
オ
イ
ル
（
精
油
）、
香
料
、
医

療
用
原
料
な
ど
に
加
工
し
て
商
品
化
す
る

こ
と
は
す
べ
て
合
法
で
あ
る
。

Ｅ
Ｕ
で
は
麻
栽
培
に
特
別
な
ラ
イ
セ
ン

ス
を
必
要
と
し
な
い
が
、
農
家
に
は
地
方

自
治
体
へ
の
届
け
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
る
。
国
ご
と
に
対
応
は
異
な
り
、
ド
イ

ツ
で
は
州
政
府
に
届
け
出
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
農
家
は
フ
ラ
ン
ス
政
府
が
指
定

し
た
麻
専
門
の
種
子
会
社
、
あ
る
い
は
麻

の
種
子
を
保
有
す
る
い
く
つ
か
の
農
業
試

験
場
か
ら
種
子
を
入
手
し
、
栽
培
す
る
。

な
お
、
日
本
で
の
栽
培
に
は
、
大
麻
取

締
法
に
よ
り
栽
培
者
免
許
と
研
究
者
免
許

の
取
得
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
い
か

な
る
品
種
で
も
、
葉
と
花
序
の
利
用
は
違

法
と
さ
れ
る
の
で
、
茎
と
種
子
以
外
の
利

用
は
で
き
な
い
。

代
表
的
な
栽
培
品
種
を
表
２
に
示
し

た
。
こ
こ
に
は
日
本
に
導
入
さ
れ
て
い
な

い
品
種
も
含
む
。
Ｅ
Ｕ
が
作
成
す
る
87
品

目
の
共
通
品
種
カ
タ
ロ
グ
に
は
Ａ
―63
番

に
「H

em
p-C

annabis sativa

（
麻
）」

の
項
目
が
あ
り
、
繊
維
型
の
52
品
種
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
（
２
０
１
５
年
12
月
末
現

在
）。
ま
た
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
力
開

発
機
構
）
の
品
種
証
明
制
度
に
は
69
品
種

の
登
録
が
あ
り
、
重
複
を
除
く
と
合
わ
せ

て
72
品
種
と
な
る
。
ま
た
、
薬
用
型
の
品

種
は
、
米
国
で
麻
の
医
療
情
報
を
発
信
す

るLeafly

社
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
も
の
で
２
３
６
８
品
種
あ
る
。

�

栽
培
暦
と
機
械
作
業
体
系

麻
は
用
途
に
応
じ
て
必
要
と
な
る
部
位

が
異
な
る
の
で
、
品
種
の
選
択
と
栽
培
体

系
、
収
穫
方
法
の
検
討
が
栽
培
す
る
う
え

で
重
要
に
な
る
。
ま
ず
、
栽
培
品
種
の
雌

雄
異
株
と
雌
雄
同
株
に
よ
っ
て
収
穫
で
き

る
部
位
と
収
穫
時
期
が
や
や
異
な
る
。

雌
雄
異
株
で
は
、雄
株
が
先
に
開
花
し
、

産
業
用
ヘ
ン
プ
の

大
規
模
栽
培
体
系

品　種 品 種 名 由　来
（登録年） 特　性

繊維型

Fedora17 フランス
（1998年） 雌雄同株、繊維・食用の両用

USO-31 ウクライナ
（1987年） 雌雄同株、食用

Santhica27 フランス
（2002年）

雌雄同株、繊維・食用の両用、
THC濃度ゼロ％の品種

とちぎしろ 日本
（1983年）

雌雄異株、繊維用、
栃木県の栽培品種　THC濃度0.2％

薬用型

Super Skunk オランダ
（1990年）

イギリスGW製薬の医薬品Sativex原料
THC濃度15%

Purple Kush 米国
（1990年代）

THC濃度17 ～ 27％　
2011年全ゲノム解析対象品種

Charlotte's Web 米国
（2012年）

CBD濃度17%、THC濃度1%　
CNN医療番組で有名に

名　称 品　種 主な
利用部位

利用
目的 定　義

Industrial hemp
産業用ヘンプ 繊維型 種子、茎、葉 産業用 THC濃度0.3％以下の品種

CBD濃度は1 ～ 3％

Medical marijuana
医療用大麻

薬用型

花序、葉 治療 THC濃度5 ～ 20％の品種

Recreational use
嗜好用大麻
マリファナ

花序 嗜好品
THC濃度5 ～ 25％の品種
対象年齢は21歳以上
タバコ代替の課税対象

表１：麻の用途別の分類 

表２：繊維型と薬用型の代表的な栽培品種
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特 集︱産業用ヘンプの世界の最新動向

そ
の
花
粉
を
受
け
た
雌
株
が
種
子
を
実
ら

せ
る
。
よ
っ
て
、
収
穫
物
は
繊
維
原
料
と

な
る
茎
ま
た
は
種
子
の
ど
ち
ら
か
に
限
定

さ
れ
る
。
国
内
で
最
も
生
産
量
の
多
い
栃

木
県
で
生
産
さ
れ
て
い
る
の
は
、「
と
ち

ぎ
し
ろ
」
と
い
う
雌
雄
異
株
の
品
種
で
あ

る
。
繊
維
採
取
の
場
合
は
３
～
４
月
に
播

種
し
、
７
～
８
月
に
収
穫
す
る
が
、
種
子

採
取
で
は
４
～
５
月
に
播
種
し
、
種
子
が

登
熟
す
る
９
～
10
月
に
収
穫
す
る
。

も
う
一
つ
の
雌
雄
同
株
は
、
１
本
の
茎

に
雄
花
と
雌
花
が
上
下
に
着
く
。
４
～
５

月
に
播
種
す
れ
ば
、
８
～
９
月
に
茎
、
種

子
、
葉
を
同
時
期
に
収
穫
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
Ｅ
Ｕ
圏
で
は
、

種
子
と
繊
維
（
茎
）
の
両
方
を
収
穫
で
き

る
雄
雌
同
株
の
品
種
が
好
ん
で
栽
培
さ
れ

て
い
る
。

最
近
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
農
機
具
メ
ー

カ
ー
・
グ
ロ
エ
ノ
ー
ル
ド
社
が
茎
、
種
子
、

葉
を
同
時
に
収
穫
す
る
た
め
の
ア
タ
ッ
チ

メ
ン
ト
を
開
発
し
、「
ダ
ブ
ル
カ
ッ
ト
コ

ン
バ
イ
ン
」で
の
収
穫
作
業
が
実
現
し
た
。

欧
米
で
の
麻
栽
培
は
大
規
模
機
械
体
系
に

委
ね
ら
れ
、
生
産
面
積
の
拡
大
に
貢
献
し

て
い
る
。

栽
培
管
理
と
収
穫
後
の
茎
か
ら
繊
維
を

分
離
す
る
た
め
の
レ
ッ
テ
ィ
ン
グ
工
程
ま

で
の
作
業
の
要
点
を
整
理
し
て
お
く
。

●
施
肥
・
整
地

麻
は
深
根
作
物
で
、
表
土
が
浅
い
と

こ
ろ
で
は
十
分
な
生
育
が
期
待
で
き
な

い
。
よ
っ
て
、
前
作
物
を
収
穫
し
た
跡
地

を
プ
ラ
ウ
で
深
耕
し
、
播
種
前
に
ハ
ロ
ー 

（
砕
土
機
）を
か
け
て
土
塊
を
細
か
く
砕
く
。

整
地
前
に
肥
料
を
施
用
す
る
。
施
肥
量

の
目
安
は
、
１
ha
当
た
り
10
～
15
ｔ
の
収

量
を
見
込
む
ド
イ
ツ
の
例
で
は
、
窒
素

１
０
０
～
１
５
０
㎏
、リ
ン
酸
50
～
75
㎏
、

カ
リ
２
０
０
～
３
０
０
㎏
、
カ
ル
シ
ウ
ム

１
５
０
～
２
０
０
㎏
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
40

～
60
㎏
で
あ
る
。
麻
の
根
が
深
く
張
る
こ

と
で
、
作
付
け
後
は
土
が
ほ
ぐ
れ
て
空
気

と
水
を
含
む
土
に
な
る
た
め
、
輪
作
作
物

と
し
て
も
有
用
で
あ
る
。

●
播
種

繊
維
採
取
で
は
、
１
㎡
当
た
り
の
播
種

量
は
１
８
０
～
２
０
０
粒
（
１
ha
当
た
り

約
45
㎏
）で
あ
る
。
ま
た
、種
子
採
取
で
は
、

条
播
で
条
間
75
㎝
、
株
間
30
～
75
㎝
の
設

定
で
、
１
㎡
当
た
り
40
～
80
粒
（
１
ha
当

た
り
10
～
20
㎏
）
が
播
種
量
の
目
安
と
な

る
。
雌
雄
同
株
の
品
種
の
場
合
は
、
雌
雄

異
株
の
繊
維
採
取
と
同
じ
播
種
条
件
、
も

し
く
は
若
干
低
い
密
度
で
の
栽
培
と
な
る
。

い
ず
れ
の
場
合
も
直
播
で
行
な
う
。

�

●
病
虫
害
防
除

麻
は
病
気
の
発
生
が
ほ
と
ん
ど
な
く
防

除
の
必
要
は
な
い
。
通
常
の
栽
培
で
は
土

壌
く
ん
蒸
剤
、
殺
虫
剤
、
除
草
剤
な
ど
も

一
切
使
わ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
生
育
期

間
中
の
圃
場
管
理
に
手
間
が
か
か
ら
な
い
。

●
収
穫

麻
の
収
穫
物
は
、
長
さ
60
㎝
に
カ
ッ
ト

し
た
茎
、
食
品
グ
レ
ー
ド
の
種
子
、
薬
用

成
分
Ｃ
Ｂ
Ｄ
を
多
く
含
む
ト
ッ
プ
の
葉
の

３
つ
に
分
類
さ
れ
る
。

繊
維
採
取
の
場
合
は
、
収
穫
期
に
な
る

と
、
茎
葉
は
多
少
黄
色
に
変
色
し
下
葉
が

落
下
す
る
。
早
す
ぎ
る
と
繊
維
が
細
く
美

し
く
色
沢
も
良
好
だ
が
、
強
さ
が
不
十
分

で
収
量
が
少
な
い
。
遅
す
ぎ
る
と
収
量
は

増
加
す
る
が
、
繊
維
が
粗
剛
と
な
り
色
沢

も
悪
く
品
質
が
低
下
す
る
。
そ
の
た
め
、

適
期
で
の
収
穫
が
望
ま
し
い
。

欧
米
で
は
、
小
麦
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ビ
ー
ト
な
ど
の
畑
作
物
の

輪
作
体
系
の
な
か
で
栽
培
さ
れ
、
収
穫
に

は
大
型
の
汎
用
コ
ン
バ
イ
ン
を
用
い
る
。

既
存
の
汎
用
コ
ン
バ
イ
ン
で
収
穫
す
る
場

合
の
難
点
は
、
茎
と
種
子
を
そ
れ
ぞ
れ
収

穫
す
る
た
め
に
刈
り
取
り
作
業
が
２
回
必

要
な
こ
と
と
、
作
物
の
高
さ
が
２
・
５
ｍ

を
超
え
る
と
茎
を
カ
ッ
ト
で
き
ず
、
茎
と

葉
を
分
離
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。

前
述
の
麻
収
穫
専
用
の
ダ
ブ
ル
カ
ッ
ト

コ
ン
バ
イ
ン
は
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
し

②ドリルシーダーでの播種作業 ①整地前に行なう施肥作業

④生育中に病害虫の防除作業は要らない ③発芽した様子

⑥最新鋭の麻専用のダブルカットコンバイン ⑤収穫前の麻は約３ｍにまで生長する
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た
画
期
的
な
収
穫
機
で
、
と
く
に
雌
雄

同
株
の
品
種
の
収
穫
に
は
最
適
で
あ
る
。

ジ
ョ
ン
デ
ィ
ア
製
の
汎
用
コ
ン
バ
イ
ン
の

な
か
で
も
最
も
大
き
い
Ｗ
６
６
０
を
ベ
ー

ス
に
、
幅
４
・
５
ｍ
の
ト
ッ
プ
ヘ
ッ
ダ
ー

と
幅
４
・
55
ｍ
の
ア
ン
ダ
ー
ヘ
ッ
ダ
ー
の

上
下
２
つ
の
刈
り
取
り
機
構
を
装
備
し
て

い
る
。
麻
の
上
部
に
な
る
種
子
と
葉
は

ト
ッ
プ
ヘ
ッ
ダ
ー
で
刈
り
取
っ
た
後
、
内

部
で
分
離
さ
れ
、
コ
ン
バ
イ
ン
内
の
そ
れ

ぞ
れ
の
タ
ン
ク
へ
運
ば
れ
る
。
ト
ッ
プ

ヘ
ッ
ダ
ー
は
麻
の
高
さ
に
合
わ
せ
て
最
高

４
・
５
ｍ
ま
で
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

次
に
、
麻
の
茎
は
、
ア
ン
ダ
ー
ヘ
ッ
ダ
ー

で
下
か
ら
刈
り
取
り
、
内
部
で
60
㎝
に

カ
ッ
ト
さ
れ
た
後
、
ト
ラ
ク
タ
ー
後
部
の

排
出
口
か
ら
畑
へ
戻
さ
れ
る
。

作
業
効
率
は
１
時
間
で
２
・
０
～
２
・
５

ha
を
刈
り
取
る
。
日
夜
24
時
間
体
制
で
自

動
操
舵
を
利
用
し
た
収
穫
作
業
が
可
能

で
、
１
台
当
た
り
の
年
間
稼
働
面
積
は
約

６
０
０
ha
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
ち
な
み

に
、
機
体
価
格
は
、
ト
ッ
プ
と
ア
ン
ダ
ー

の
ヘ
ッ
ダ
ー
等
の
付
属
品
を
含
み
、
35
万

ユ
ー
ロ
（
約
４
３
７
５
万
円
）
と
い
う
。

●
レ
ッ
テ
ィ
ン
グ

麻
を
畑
か
ら
持
ち
だ
す
前
に
、
靭
皮
部

（
繊
維
）
と
木
質
部
（
コ
ア
）
を
分
離
し

や
す
く
す
る
た
め
に
、「
レ
ッ
テ
ィ
ン
グ
」

と
呼
ば
れ
る
処
理
を
す
る
。
西
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
は
、
主
に
３
週
間
ぐ
ら
い
畑
に
放
置

す
る
雨
露
法
が
と
ら
れ
て
い
る
が
、
フ
ラ

ン
ス
で
は
、
雨
露
法
に
よ
る
茎
の
腐
敗
を

最
小
限
に
す
る
た
め
に
７
日
間
だ
け
に
留

め
る
方
法
で
行
な
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

レ
ッ
テ
ィ
ン
グ
工
程
後
は
、
畑
か
ら
一

次
加
工
工
場
ま
で
運
搬
し
や
す
い
よ
う
に

ベ
ー
ラ
ー
で
圧
縮
梱
包
す
る
。
ド
イ
ツ
の
事

例
で
は
、
幅
１・２
ｍ
、
高
さ
０・８
ｍ
、
長

さ
２・３
～
２・５
ｍ
の
ブ
ロ
ッ
ク
状
に
す
る

場
合
、
１
個
当
た
り
の
重
量
は
平
均
２
３
０

㎏
（
含
水
率
９
％
）
で
、
１
ha
当
た
り
約

35
個
の
ブ
ロ
ッ
ク
が
で
き
る
と
い
う
。

⑦レッティング工程の切り返し作業

⑧藁束はベーラーで圧縮梱包する

⑨収穫した茎はベールで倉庫に運搬する

�
�

工
芸
作
物
と
し
て
の�

麻
の
価
値

工
芸
作
物
の
分
類
で
見
る
と
、
麻
由
来

の
原
料
は
繊
維
、油
糧
、嗜
好
料
、芳
香
油
、

香
辛
料
、
薬
用
と
幅
広
く
該
当
す
る
（
表

３
）。ま

ず
、
麻
の
茎
か
ら
採
っ
た
繊
維
は
、

衣
服
や
縄
の
原
料
と
な
る
。
江
戸
時
代
に

商
品
化
さ
れ
た
七
味
唐
辛
子
の
な
か
で
最

も
大
き
い
粒
は
麻
の
実
（
お
の
み
、
あ
さ

の
み
）
で
、
日
本
人
に
も
香
辛
料
と
し
て

馴
染
み
深
い
。種
子
の
約
30
％
は
油
分
で
、

必
須
脂
肪
酸
で
あ
る
オ
メ
ガ
６
と
オ
メ
ガ

３
を
理
想
的
な
割
合
で
豊
富
に
含
む
こ
と

か
ら
油
糧
作
物
で
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
麻

独
特
の
薬
効
成
分
“
カ
ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
”

は
１
０
０
種
類
以
上
発
見
さ
れ
て
お
り
、

医
療
目
的
で
使
わ
れ
る
た
め
薬
用
植
物
の

顔
も
持
つ
。
生
い
茂
っ
た
麻
畑
の
中
や
花

序
か
ら
は
独
特
の
甘
い
香
り
が
す
る
。
そ

れ
を
抽
出
す
る
と
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
オ
イ

ル
（
精
油
）
が
採
れ
る
の
で
、
芳
香
油
料

作
物
に
も
な
る
。

一
方
で
、
麻
は
糖
類
が
約
８
％
と
少
な

く
、
デ
ン
プ
ン
質
も
な
く
、
ゴ
ム
質
も
な

い
の
で
、
糖
料
、
糊
料
や
ゴ
ム
作
物
で
は

な
い
。
染
料
に
関
し
て
は
、
利
用
に
関
す

る
文
献
は
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
現
代
の

麻
の
さ
ま
ざ
ま
な

産
業
用
途

分 類 名 作 物 例 麻由来の原料
繊維料作物 ワタ、アマ、チョマ、アサ、ジュート、イグサ ◎ ヘンプ繊維

油糧作物 ナタネ、ヒマワリ、ベニバナ、ダイズ、ワタ ◎ ヘンプオイル

糖料作物 サトウキビ、テンサイ ×

糊料作物 サツマイモ、ジャガイモ、キャッサバ、トウモロコシ ×

嗜好料作物 チャ、コーヒー、カカオ、ホップ、タバコ ◎ マリファナ

ゴム／樹脂料作物 バラゴム、アラビアゴム、ウルシ ×

芳香油料作物 ラベンダー、バラ ○ アサ（精油）

香辛料作物 ショウガ、ワサビ、トウガラシ、コショウ ○ 麻の実（七味）

染料作物 インドキアイ、アイ（ダテアイ）、ベニバナ △

薬料作物（薬用作物） オタネニンジン、ハッカ、ジョチュウギク ◎ カンナビノイド

表３：工芸作物の分類と麻由来の原料 ※分類名と作物例は『作物学』
（今井勝,平沢正著　文永堂出版　2013）より引用

3



19 農業経営者 2017 年 10 月号

特 集︱産業用ヘンプの世界の最新動向

技
術
で
は
工
業
的
な
自
然
染
め
原
料
と
し

て
利
用
可
能
だ
。

こ
の
よ
う
に
、
麻
は
花
序
を
原
料
と
す

る
マ
リ
フ
ァ
ナ
、ハ
ッ
シ
ッ
シ
、ガ
ン
ジ
ャ

な
ど
の
名
称
で
知
ら
れ
る
嗜
好
品
以
外
に

も
、
茎
や
葉
、
種
子
が
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
原
料
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
国
産

の
麻
原
料
は
少
量
に
限
ら
れ
る
の
で
、
原

料
の
入
手
は
難
し
い
。
食
品
や
加
工
品
を

輸
入
に
頼
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

�
�

老
舗
の
繊
維
機
械
メ
ー
カ
ー
が�

一
次
加
工
を
請
け
負
う

麻
の
収
穫
物
の
う
ち
、
一
次
加
工
が
必

要
な
茎
は
レ
ッ
テ
ィ
ン
グ
後
に
圧
縮
梱
包

さ
れ
、
一
次
加
工
場
へ
運
ば
れ
る
。
こ
の

時
点
で
の
麻
茎
は
、
靭
皮
部
の
繊
維
と
木

質
部
の
麻
幹
（
オ
ガ
ラ
）
が
混
合
し
た
状

態
で
あ
る
。
こ
れ
を
繊
維
と
オ
ガ
ラ
に
分

離
す
る
工
程
を
一
次
加
工
と
呼
ぶ
。
一
次

加
工
で
廃
棄
物
が
発
生
し
な
い
点
も
麻
の

特
徴
で
あ
る
。

麻
繊
維
専
門
の
一
次
加
工
の
ラ
イ
ン
を

開
発
す
る
会
社
は
、
世
界
的
に
見
て
も
そ

れ
ほ
ど
多
く
な
く
、
昔
な
が
ら
の
繊
維
機

械
メ
ー
カ
ー
が
担
っ
て
い
る
。
一
次
加
工

ラ
イ
ン
は
、
約
２
億
５
０
０
０
万
～
３
億

円
を
か
け
た
全
長
35
～
45
ｍ
の
大
規
模
な

プ
ラ
ン
ト
で
、
５
０
０
～
１
０
０
０
ha
の

栽
培
規
模
に
対
応
で
き
る
（
図
２
）。

一
次
加
工
段
階
で
の
麻
の
単
価
は
、
１

㎏
当
た
り
の
Ｅ
Ｕ
圏
の
現
地
価
格
を
日
本

円
に
換
算
す
る
と
、
靭
皮
繊
維
は
50
～

１
５
０
円
、
オ
ガ
ラ
は
35
円
、
麻
く
ず
と

絞
り
粕
は
10
円
、
麻
実
油
は
１
０
０
０
円

と
な
る
。

�
�

産
業
用
ヘ
ン
プ
の
市
場
規
模
は�

新
た
な
分
野
で
開
発
が
進
む

一
次
加
工
を
経
た
靭
皮
繊
維
と
オ
ガ
ラ

は
、
そ
の
後
、
不
織
布
、
建
築
材
、
動
物

用
敷
料
、
製
紙
原
料
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
原

料
な
ど
の
最
終
用
途
（
完
成
品
）
に
要
求

さ
れ
る
品
質
を
満
た
す
た
め
に
さ
ら
に
加

工
処
理
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
成
長
著
し
い

米
国
の
産
業
用
ヘ
ン
プ
の
市
場
規
模
は

２
０
１
６
年
で
６
億
８
８
０
０
万
ド
ル

（
約
７
７
８
億
円
）
に
及
ぶ
。
興
味
深
い

の
は
ボ
デ
ィ
ケ
ア
商
品
が
24
％
、
食
品
が

19
％
、
Ｃ
Ｂ
Ｄ
製
品
が
19
％
、
サ
プ
リ
メ

ン
ト
が
４
％
で
健
康
に
関
わ
る
用
途
で
６

割
を
超
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
図
３
）。

産
業
用
ヘ
ン
プ
の
事
業
領
域
を
図
４
に

示
す
。
麻
の
収
量
は
１
ha
当
た
り
靭
皮
繊

維
が
約
１
・
５
～
２
・
５
ｔ
、
オ
ガ
ラ
が
約

５
～
10
ｔ
、
種
子
が
約
０
・
７
ｔ
、
葉
が

約
１
～
２
ｔ
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
部
位

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
利
用
用
途
が
あ
り
、
新

し
い
分
野
で
の
用
途
開
発
が
進
め
ら
れ
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

図４：産業用ヘンプの事業領域

図２：一次加工ライン工場の事例

図３：米国の産業用ヘンプ市場（2016年）

茎、種子、葉の
３つの生産物から
さまざまな加工を経て、
各種商品がつくられる

＊THC濃度0.3%未満の産業用ヘンプの品種であっても製品化が違法な国・地域がある

出典：http://urx.mobi/DOOZ

靭皮繊維
1.5 ～ 2.5t/ha

オガラ（麻幹）
5 ～ 10t/ha

麻の実
0.7 ～ 1.5t/ha

麻の葉
1 ～ 2t/ha

〈紡績〉
麻布・衣類、ロープ・紐、
靴、アクセサリー、ふとん

〈不織布〉
断熱材、床マット、
植生マット緩衝マット、
自動車部品

〈成形加工〉
自動車内装材、
ＦＲＰ強化材

〈パルプ〉
タバコ巻紙、印刷用紙、
絶縁紙

〈チップ化〉
馬・牛敷藁、
小動物用敷藁、
左官材料、壁材、園芸資材

〈微粉砕〉
プラスチックの副原料、
堆肥

〈合板〉
住宅建材、家具、
インテリア

〈炭化〉
火薬原料、調湿材、
土壌改良材、水質浄化材、
カーボンナノチューブ

〈パルプ化〉
特殊紙、レーヨン原料

〈食品〉
七味唐辛子、和え物、
菓子、麻ミルク、パン、
パスタ・そば、ビール、
バター、ドレッシング、
料理油、サプリメント、
プロテインパウダー

〈生薬〉
麻子仁（マシニン）

〈オイル〉
木工塗料、化粧オイル、
潤滑油、石けん

〈飼料〉
鳥用・魚用エサ、
家畜飼料

〈畑に還元〉
肥料

〈乾燥・粉砕〉
食品原料、ハーブ茶

〈抽出〉
CBD製品（サプリメント、
チンキ剤、菓子、飲料、電
子タバコ、クリーム等の化
粧品、ペット用食品）、
医薬品原料

①麻藁ベイル投入
⑤塵回収

⑦繊維取り出し

⑥繊維回収
④オガラ回収

③繊維分離

②開繊

市場規模
688百万米ドル
（約778億円）

ボディケア
用品等
24%

食品
19%

衣類
14%

工業用途
18%

サプリメント
4%

その他 2%

CBD
（カンナビジオール）

製品
19%
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�

品
種
の
区
別
化
の
歴
史

被
子
植
物
の
生
物
進
化
の
歴
史
で
は
、

最
近
の
ゲ
ノ
ム
解
析
の
研
究
に
よ
り
、

３
４
０
０
万
年
前
に
麻
の
野
生
種
（
ル
デ

ラ
リ
ス
種
）
が
発
生
し
た
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
人
類
は
、
そ
の
麻
の
特
性
を
知
っ

て
、繊
維
や
食
用
に
使
う
繊
維
型（
サ
テ
ィ

バ
種
）
と
、
宗
教
儀
式
、
医
薬
、
嗜
好
品

に
使
う
薬
用
型
（
イ
ン
デ
ィ
カ
種
）
に
長

い
時
間
を
か
け
て
品
種
選
抜
を
繰
り
返
し

て
き
た
（
図
５
）。

２
つ
の
品
種
の
区
別
化
を
一
層
加
速
さ

せ
た
出
来
事
と
い
え
ば
、
20
世
紀
に
入
っ

て
か
ら
の
国
際
的
な
麻
薬
規
制
で
あ
る
。

１
９
２
５
年
に
第
二
ア
ヘ
ン
条
約
が
、
61

年
に
国
連
麻
薬
に
関
す
る
単
一
条
約
が
制

定
さ
れ
、
大
麻
植
物
と
そ
の
樹
脂
を
禁
止

対
象
に
定
め
た
。
こ
れ
ら
の
麻
薬
規
制
に

よ
り
、
繊
維
型
と
薬
用
型
の
麻
は
異
な
る

歴
史
の
道
を
歩
ん
で
き
た
。

ま
ず
、
繊
維
型
の
麻
の
変
遷
を
た
ど
る

と
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
米
国
の
影
響

下
に
あ
っ
た
西
側
諸
国
で
は
、
フ
ラ
ン
ス

と
日
本
を
除
き
、
産
業
用
途
で
あ
っ
て
も

栽
培
を
禁
止
さ
れ
て
い
た
。
反
対
に
戦
後

も
栽
培
が
続
け
ら
れ
た
の
は
、
旧
・
ソ
ビ

エ
ト
連
邦
（
以
下
、
ソ
連
）
の
影
響
下
に

あ
っ
た
東
側
諸
国
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ル
ー

マ
ニ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
旧
・
ソ
連
傘
下

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
中
国
な
ど
で
あ
る
。
栽

培
が
禁
じ
ら
れ
た
欧
米
で
麻
が
注
目
さ
れ

た
の
は
、
作
家
ジ
ャ
ッ
ク
＝
ヘ
ラ
ー
が
85

年
に
書
い
た
『T
he Em

peror W
ears 

N
o C

lothes

（
注
：
裸
の
王
様
と
い
う

意
）』
と
い
う
本
の
影
響
が
大
き
い
。
麻

は
森
林
や
石
油
に
代
わ
る
地
球
に
や
さ
し

い
植
物
と
紹
介
さ
れ
、
世
界
各
地
で
翻
訳

さ
れ
て
60
万
部
以
上
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に

な
っ
た
。
ち
な
み
に
、
日
本
語
版
は
『
大

麻
草
と
文
明
』（
築
地
書
館
）
と
い
う
題

名
で
発
売
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
書
籍
を
き
っ
か
け
に
麻
ブ
ー
ム
は

産
業
界
で
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。
93
年

に
イ
ギ
リ
ス
で
栽
培
が
復
活
し
て
以
来
、

94
年
に
オ
ラ
ン
ダ
、
96
年
に
ド
イ
ツ
、
98

年
に
カ
ナ
ダ
で
栽
培
が
開
始
さ
れ
る
こ
と

と
な
る
。栽
培
を
解
禁
す
る
に
あ
た
っ
て
、

マ
リ
フ
ァ
ナ
と
区
別
す
る
た
め
に
法
律
が

整
備
さ
れ
、
産
業
用
に
は
Ｔ
Ｈ
Ｃ
濃
度
が

０
・
３
％
未
満
の
繊
維
型
の
品
種
に
限
定

麻
の
世
界
史

～
品
種
の
区
別
と

　
　
　
国
際
的
な
法
規
制
の
課
題
～

図５：品種の区別と歴史の流れ

衣服、建材、紙、敷料、
複合素材、食品、
化粧品、医薬品

医薬品原料、
ハーブ（薬草）、
タバコに代わる嗜好品

蒸気機関や石油産業により
麻産業は衰退

サティバ種
（繊維型）

THC濃度0.3％未満に
サティバ種
（繊維型）

ルデラリス種
（野生型）

インディカ種
（薬用型）

国
際
条
約
規
制

インディカ種
（薬用型）

THC濃度10%以上に

（一部サティバ種、
ハイブリット種等を含む）

麻を繊維として
衣類や帆船で利用

人類の
誕生

麻の発生幅広く最注目！

2000年以降 1900年代 3400万年前1万年前～1800年代前

4
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特 集︱産業用ヘンプの世界の最新動向

6
億
年
前

生
物
進
化
の
過
程
で
、
脊
椎

動
物
の
原
型
で
あ
る
脊
索
動

物
ホ
ヤ
の
一
種
に
、
エ
ン
ド
・

カ
ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
シ
ス
テ
ム

が
備
わ
る

3
4
0
0
万
年
前

被
子
植
物
双
子
葉
類
バ
ラ
目

ア
サ
属
ア
サ
科C

annabis 
sativa L.

の
野
生
種
が
発
生

原　始

B
C
8
0
0
0
頃

麻
縄
が
こ
の
頃
に
は
使
わ
れ

て
い
た

※�

福
井
県
鳥
浜
遺
跡
か
ら
麻

縄
が
発
掘
さ
れ
て
い
る

B
C
2
3
0
0
頃

中
国
で
世
界
最
古
の
医
学
書

に
記
載
（『
神
農
本
草
経
』
2

～
3
世
紀
）

B
C
1
0
0
頃

中
国
で
麻
か
ら
紙
が
つ
く
ら

れ
る
（『
後
漢
書
』）。
現
存
す 

る
世
界
最
古
の
紙
と
さ
れ
る

古　代

8
0
0
頃

世
界
各
地
で
麻
の
栽
培
・
利

用
が
広
が
る

※�

世
界
各
地
の
遺
跡
か
ら
こ

の
頃
の
麻
繊
維
、
種
子
な

ど
が
発
掘
さ
れ
、
東
大
寺

正
倉
院
（
奈
良
県
）
に
麻

紙
が
遺
さ
れ
て
い
る

中　世

1
4
5
0

グ
ー
テ
ン
ベ
ル
グ
が
活
版
印

刷
を
発
明
。
麻
紙
の
聖
書
を

出
版
す
る

1
4
9
2

麻
製
の
帆
や
ロ
ー
プ
を
使
っ

た
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
船
が
米
国

に
到
着
。
大
航
海
時
代
の
帆

船
用
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ロ
シ

ア
で
麻
栽
培
が
盛
ん
に
な
る

近　世

1
7
5
3

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
植
物
学
者

リ
ン
ネ
が
カ
ン
ナ
ビ
ス
・
サ

テ
ィ
バ
を
分
類

1
7
7
0

蒸
気
機
関
の
発
明
に
よ
り
、

麻
製
の
帆
や
ロ
ー
プ
の
需
要

が
減
っ
て
い
く

1
8
4
2

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
医
師
で
あ

るO
'S

haughnessy

が
イ
ギ

リ
ス
の
医
学
雑
誌
で
麻
に
関

す
る
研
究
を
発
表

さ
れ
て
い
る
。

一
方
の
薬
用
型
の
麻
は
、
73
年
に
オ
ラ

ン
ダ
で
大
麻
植
物
の
個
人
使
用
を
非
犯
罪

化
し
た
政
策
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
で
風
向

き
が
変
わ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
の
持
つ
園
芸
分

野
の
品
種
改
良
技
術
が
民
間
導
入
さ
れ
、

Ｔ
Ｈ
Ｃ
濃
度
が
そ
れ
ま
で
の
２
％
程
度
の

も
の
か
ら
10
％
以
上
含
む
も
の
ま
で
数
多

く
の
品
種
が
開
発
さ
れ
て
き
た
。

品
種
改
良
を
後
押
し
し
た
の
は
、
欧
米

で
は
ヒ
ッ
ピ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
な
ど
の
反
近

代
化
思
想
と
相
性
の
良
か
っ
た
マ
リ
フ
ァ

ナ
の
普
及
で
あ
る
。
な
か
に
は
病
気
の
治

癒
を
目
的
に
マ
リ
フ
ァ
ナ
を
使
っ
た
人
々

も
い
て
、
痛
み
止
め
、
ガ
ン
治
療
の
嘔
吐

抑
制
、
緑
内
障
、
神
経
性
難
病
な
ど
の
さ

ま
ざ
ま
な
疾
患
に
対
し
て
治
療
効
果
が
認

識
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
経
験
は
、

嗜
好
品
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
医
療
目
的

で
の
個
人
使
用
や
臨
床
研
究
を
合
法
化
す

べ
き
だ
と
い
う
社
会
運
動
に
つ
な
が
っ

た
。
そ
の
結
果
、
米
国
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
が
96
年
に
住
民
投
票
で
過
半
数
の
賛

成
を
得
て
、
医
療
用
大
麻
を
世
界
に
先
駆

け
て
合
法
化
し
た
こ
と
は
、
薬
用
型
の
麻

の
位
置
づ
け
を
大
き
く
変
え
た
と
い
え
る

だ
ろ
う
。

�
�

麻
は
な
ぜ
不
遇
な
作
物
に�

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
？

麻
の
世
界
史
を
た
ど
る
と
、
麻
が
農
作

物
と
し
て
産
業
革
命
の
波
に
乗
れ
ず
、
嗜

好
品
と
し
て
も
、
医
薬
品
と
し
て
も
メ

ジ
ャ
ー
に
な
れ
な
か
っ
た
背
景
が
見
え
て

く
る
。14
～
16
世
紀
の
大
航
海
時
代
に
は
、

帆
船
の
帆
布
や
縄
、
記
録
紙
、
ラ
ン
プ
オ

イ
ル
等
で
繊
維
型
の
麻
は
幅
広
く
使
わ
れ

て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
蒸
気
機
関
が
発
明

さ
れ
る
と
、
帆
船
は
徐
々
に
廃
れ
、
需
要

が
激
減
し
て
し
ま
う
。
さ
ら
に
１
８
０
０

年
代
の
産
業
革
命
で
は
繊
維
原
料
は
綿
花

が
中
心
に
な
り
、
国
際
貿
易
品
で
安
い

ジ
ュ
ー
ト
麻
や
マ
ニ
ラ
麻
が
流
通
し
、
相

対
的
に
麻
の
繊
維
作
物
と
し
て
の
地
位
が

低
下
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
薬
用
型
の
麻
を
使
っ
た
医
薬
品

は
１
９
０
０
年
代
の
前
半
に
、
３
０
０
種

類
ほ
ど
商
品
化
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

「
効
果
が
安
定
し
な
い
」「
水
に
溶
け
な
い

油
溶
性
で
あ
っ
た
」「
ほ
か
の
強
力
な
医

薬
品
が
開
発
さ
れ
た
」
と
い
っ
た
理
由
も

相
ま
っ
て
、
41
年
に
米
国
薬
局
方
か
ら
除

外
さ
れ
、
そ
の
後
の
国
際
的
な
規
制
に
よ

り
一
気
に
影
を
潜
め
る
こ
と
と
な
る
。
ケ

シ
植
物
由
来
の
モ
ル
ヒ
ネ
（
い
わ
ゆ
る
麻

薬
）
が
痛
み
止
め
と
し
て
世
界
の
医
療
現

場
で
使
わ
れ
て
い
る
の
と
は
対
照
的
に
、

麻
は
医
療
用
に
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
だ
。

さ
ら
に
嗜
好
品
と
し
て
も
、
ア
ル
コ
ー

ル
、
タ
バ
コ
、
コ
ー
ヒ
ー
（
カ
フ
ェ
イ
ン

飲
料
）
の
「
ビ
ッ
グ
・
ス
リ
ー
」
と
比
べ

る
と
、
世
界
的
な
多
国
籍
企
業
に
恵
ま
れ

な
か
っ
た
と
い
う
歴
史
が
あ
る
。
ア
ル

コ
ー
ル
で
は
ビ
ー
ル
で
有
名
な
１
８
７
６

年
創
業
の
バ
ド
ワ
イ
ザ
ー
、
タ
バ
コ
で

は
１
９
０
１
年
創
業
の
イ
ン
ぺ
リ
ア
ル
・

ブ
ラ
ン
ズ
や
１
９
０
０
年
創
業
の
フ
ィ

リ
ッ
プ
・
モ
リ
ス
、
コ
ー
ヒ
ー
な
ら
、

１
８
８
６
年
創
業
の
ネ
ス
レ
な
ど
が
す
ぐ

に
思
い
浮
か
ぶ
だ
ろ
う
。
依
存
性
物
質
の

社
会
史
を
明
ら
か
に
し
た
『
ド
ラ
ッ
グ
は

い
か
に
世
界
を
変
え
た
か
』（
デ
イ
ヴ
ィ
ッ

ド
・
Ｔ
・
コ
ー
ト
ラ
イ
ト
著
・
春
秋
社
）

に
よ
る
と
、
ビ
ッ
グ
・
ス
リ
ー
は
、
生
産
、

流
通
、
消
費
の
規
模
と
世
界
各
地
の
文
化

に
取
り
込
ま
れ
た
深
さ
の
お
か
げ
で
禁
止

さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
一
方
で
、コ
カ
、

ア
ヘ
ン
（
ケ
シ
）、
大
麻
は
「
リ
ト
ル
・

ス
リ
ー
」
と
呼
ば
れ
、
消
費
量
が
少
な
く

地
域
も
限
定
的
だ
っ
た
た
め
、
禁
止
物
質

に
し
や
す
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

近
年
、
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
大
企
業
が
自
動
車
部
品
や
住
宅
・
建

材
向
け
な
ど
麻
由
来
の
製
品
の
開
発
に
乗

り
出
し
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
。
幅
広

い
分
野
か
ら
求
め
ら
れ
る
素
材
と
な
り
、

よ
う
や
く
栽
培
面
積
が
広
が
っ
て
き
た
と

い
う
わ
け
だ
。

�
�

国
際
条
約
を
巡
る
大
き
な
課
題

産
業
用
ヘ
ン
プ
の
栽
培
が
世
界
各
国
で

拡
大
す
る
な
か
、
各
国
で
は
法
整
備
が
進

め
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
国
際
的
な
麻

薬
規
制
と
の
整
合
性
は
、
間
に
合
っ
て
い

な
い
実
態
が
見
え
て
く
る
。

麻
に
関
す
る
主
な
出
来
事
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近　世

1
8
5
0

カ
ナ
ビ
ス
が
米
国
薬
局
方
に

追
加
（
1
9
1
5
年
ま
で
医

薬
品
と
し
て
一
般
流
通
）

近　代

1
9
1
0

メ
キ
シ
コ
革
命
に
よ
り
メ
キ

シ
コ
か
ら
米
国
に
移
住
者
が

流
入
し
、
娯
楽
使
用
の
習
慣

を
米
国
社
会
に
導
入

1
9
1
4

米
国
で
ハ
リ
ソ
ン
法
が
成
立

し
、
マ
リ
フ
ァ
ナ
の
使
用
を

犯
罪
と
し
て
定
義
。（
29
年
の

法
改
正
に
よ
り
、
常
習
性
の

あ
る
麻
薬
と
し
て
大
麻
植
物

や
そ
の
含
有
物
、
派
生
物
等

を
規
定
）

1
9
2
4

第
二
回
国
際
ア
ヘ
ン
会
議
で

初
め
て
イ
ン
ド
大
麻
（
薬
用

型
の
品
種
）
を
規
制
す
る
条

約
が
で
き
る

1
9
3
0

フ
ォ
ー
ド
・
モ
ー
タ
ー
ズ
が

ヘ
ン
プ
を
使
っ
た
自
動
車
研

究
を
開
始
（
後
41
年
に
土
に

還
る
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
・
カ
ー

と
し
て
発
表
）

1
9
3
7

米
国
で
マ
リ
フ
ァ
ナ
課
税
法

が
成
立
し
、
実
質
的
に
栽
培

禁
止
と
な
る

1
9
4
1

戦
時
中
の
米
国
で
は
軍
需
の

た
め
一
時
的
に
栽
培
を
解
禁

現　代

1
9
4
5

米
国
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
、
日
本
に
対
し 

て
大
麻
の
全
面
禁
止
の
覚
え
書

き
を
発
行
。
そ
の
後
の
交
渉
に

よ
り
48
年
に
大
麻
取
締
法
が
制 

定
さ
れ
、
日
本
国
内
で
の
麻

栽
培
は
免
許
制
に
な
る

1
9
6
1

国
連
麻
薬
に
関
す
る
単
一
条

約
が
採
択
さ
れ
、
産
業
用
を

除
く
大
麻
植
物
が
規
制
対
象

に
（
64
年
に
日
本
は
批
准
）

1
9
6
4

イ
ス
ラ
エ
ル
で
マ
リ
フ
ァ
ナ

成
分
Ｔ
Ｈ
Ｃ
（
テ
ト
ラ
ヒ
ド

ロ
カ
ン
ナ
ビ
ノ
ー
ル
）
が
発

見
さ
れ
る

1
9
7
0

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
通
農
業
政
策

に
お
い
て
亜
麻
と
麻
の
補
助

金
規
制
枠
組
み
が
で
き
る
。

欧
米
発
の
ヒ
ッ
ピ
ー
カ
ル

チ
ャ
ー
と
共
に
マ
リ
フ
ァ
ナ

文
化
が
世
界
的
に
普
及

１
９
６
１
年
に
制
定
さ
れ
た
「
国
連
麻

薬
に
関
す
る
単
一
条
約
」
に
は
、
産
業
上

と
園
芸
上
の
目
的
の
大
麻
の
栽
培
に
は
適

応
し
な
い
と
い
う
記
述
が
あ
る
（
図
６
）。

し
か
し
、
大
麻
と
大
麻
樹
脂
は
「
特
に
危

険
な
麻
薬
」
と
し
て
、
医
薬
品
に
使
っ
て

は
い
け
な
い
等
級
Ⅳ
に
指
定
さ
れ
て
い
る

（
表
４
）。
こ
こ
で
は
繊
維
型
と
薬
用
型
の

品
種
の
区
別
は
な
く
、
大
麻
は
単
一
に
扱

わ
れ
た
ま
ま
な
の
だ
。

こ
の
等
級
Ⅳ
問
題
に
対
し
て
、
近
年
、

繊
維
型
と
薬
用
型
の
品
種
の
そ
れ
ぞ
れ
の

観
点
か
ら
世
界
的
に
見
直
す
方
向
に
圧
力

が
高
ま
っ
て
い
る
。
と
く
に
条
約
の
科
学

的
根
拠
を
検
討
す
る
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健

機
構
）
の
薬
物
依
存
専
門
委
員
会
（
Ｅ
Ｃ

Ｄ
Ｄ
）
に
は
早
急
な
対
応
が
求
め
ら
れ
、

２
０
１
６
年
11
月
に
開
か
れ
た
同
委
員
会

で
は
、
１
９
５
０
年
以
前
に
大
麻
を
麻
薬

植
物
と
し
た
国
際
的
な
手
続
き
が
不
十
分

で
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

条
約
の
見
直
し
が
必
要
な
理
由
は
難
し

い
も
の
で
は
な
い
。そ
も
そ
も
、マ
リ
フ
ァ

ナ
成
分
で
あ
る
Ｔ
Ｈ
Ｃ
の
構
造
が
同
定
さ

れ
た
の
は
１
９
６
４
年
で
、
単
一
条
約
の

制
定
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
条

約
が
制
定
さ
れ
た
時
点
で
は
科
学
的
根
拠

が
な
か
っ
た
の
だ
。

90
年
代
に
入
る
と
、
生
物
に
は
体
内
で

マ
リ
フ
ァ
ナ
類
似
成
分
で
あ
る
エ
ン
ド
・

カ
ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
を
つ
く
る
能
力
が
備

わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
の
成

果
を
受
け
た
２
０
０
０
年
代
に
は
、
地
球

上
に
生
き
る
脊
椎
動
物
（
哺
乳
類
、魚
類
、

爬
虫
類
、
鳥
類
、
両
生
類
）
に
と
っ
て
エ

ン
ド
・
カ
ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
は
、
神
経
や
免

疫
な
ど
の
身
体
調
節
機
能
に
欠
か
せ
な
い

も
の
で
あ
る
こ
と
が
突
き
止
め
ら
れ
た
。

つ
ま
り
、
体
内
で
エ
ン
ド
・
カ
ン
ナ
ビ
ノ

イ
ド
を
生
成
で
き
ず
に
欠
乏
す
る
と
病
気

に
な
り
、
外
部
か
ら
植
物
由
来
の
カ
ン
ナ

ビ
ノ
イ
ド
を
摂
取
す
る
こ
と
の
有
用
性
が

見
え
て
き
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
研
究
成
果
に
加
え
て
、
嗜
好

品
や
医
療
用
大
麻
の
実
践
的
経
験
に
よ
り

そ
の
安
全
性
と
有
効
性
を
実
感
す
る
人
々

図６：千九百六十一年の麻薬に関する単一条約の条文

表４：千九百六十一年の麻薬に関する単一条約の別表

等　級 規制物質名

第Ⅰ表　
依存性が強い麻薬

大麻、大麻樹脂、大麻エキス、
大麻チンキヘロイン、モルヒネ、あへん、
コカ葉等

第Ⅱ表　
依存性が弱い麻薬

コデイン、ジヒドロコデイン、
エチルモルヒネ苓

第Ⅲ表　
除外製剤

１回用量につき100mg以下のコデインを
含有する製剤等

第Ⅳ表　
特に危険な第１表中の麻薬

大麻及び大麻樹脂、ヘロイン等

麻薬に関する単一条約
前文「締約国は、人類の健康及び福祉に思いをい
たし、麻薬の医療上の使用が苦痛の軽減のために
依然として不可欠であること及びこの目的のため
の麻薬の入手を確保するために適切な措置を執ら
なければならないことを認め、～（中略）～、麻薬
に関する現行の諸条約を普遍的に受け入れられる
国際条約であって、麻薬の使用を医療上及び学術
上の目的に制限し、～（省略）」

第 28 条　大麻の統制
１ �締約国は，大麻又は大麻樹脂の生産のための大

麻植物の栽培を許すときは，大麻植物につき，
けしの統制について第 23 条に規定する統制制
度と同様の統制制度を適用しなければならない

（※第 23 条では①けし栽培地域の指定，②栽
培者の免許制度，③収穫したあへんの政府機関
の買いあげ等を規定している。）

２ �この条約は , もっぱら産業上の目的（繊維及び
種子に関する場合に限る。）又は園芸上の目的
のための大麻植物の栽培には，適用しない。

３ �締約国は，大麻植物の葉の悪用及び不正取引を
防止するために必要な措置を執るものとする。
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特 集︱産業用ヘンプの世界の最新動向

現　代

1
9
7
1

向
精
神
薬
条
約
が
制
定
さ
れ
、

Ｔ
Ｈ
Ｃ
が
規
制
物
質
と
な
る

1
9
7
3

オ
ラ
ン
ダ
で
大
麻
植
物
の
個

人
使
用
を
非
犯
罪
化

1
9
9
0

体
内
に
あ
る
エ
ン
ド
・
カ
ン

ナ
ビ
ノ
イ
ド
の
発
見
に
よ
り
、

カ
ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
受
容
体
Ｃ

Ｂ
１
、
Ｃ
Ｂ
２
を
発
見

1
9
9
3

イ
ギ
リ
ス
で
産
業
用
ヘ
ン
プ

の
栽
培
を
開
始
。
94
年
に
オ

ラ
ン
ダ
、
96
年
に
ド
イ
ツ
、

98
年
に
カ
ナ
ダ
で
規
制
緩
和

が
敢
行
さ
れ
る

1
9
9
6

米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で

医
療
用
大
麻
を
住
民
投
票
の

賛
成
過
半
数
に
よ
り
合
法
化

2
0
0
0

Ｅ
Ｕ
の
規
則
で
産
業
用
ヘ
ン

プ
の
品
種
の
定
義
が
Ｔ
Ｈ
Ｃ

濃
度
０
・
２
％
以
下
と
な
る

2
0
0
5

イ
ギ
リ
ス
Ｇ
Ｗ
製
薬
が
大
麻

植
物
由
来
の
医
薬
品
を
カ
ナ

ダ
で
発
売

2
0
1
1

カ
ナ
ダ
で
繊
維
型
お
よ
び
薬

用
型
品
種
の
全
ゲ
ノ
ム
解
析

の
ド
ラ
フ
ト
を
発
表

2
0
1
3

ウ
ル
グ
ア
イ
で
、
嗜
好
用
大

麻
が
世
界
で
初
め
て
合
法
化
。

米
国
Ｃ
Ｎ
Ｎ
の
医
療
番
組
で

医
療
用
大
麻
、
と
く
に
Ｃ
Ｂ

Ｄ
（
カ
ン
ナ
ビ
ジ
オ
ー
ル
）

が
有
名
に
な
る

2
0
1
4

米
国
で
産
業
用
ヘ
ン
プ
の
栽

培
を
再
開

米
国
コ
ロ
ラ
ド
州
、
ワ
シ
ン

ト
ン
州
で
嗜
好
用
大
麻
が
合

法
化

2
0
1
6

Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）

が
国
際
条
約
の
大
麻
の
麻
薬

指
定
の
手
続
き
が
正
式
で
は

な
か
っ
た
と
表
明

2
0
1
8

カ
ナ
ダ
が
先
進
国
で
初
め
て

嗜
好
用
大
麻
を
合
法
化

は
増
加
傾
向
に
あ
る
。
そ
う
な
る
と
単
一

条
約
の
厳
し
い
規
制
の
形
骸
化
は
否
め
な

く
な
る
と
い
う
わ
け
だ
。
世
界
的
に
普
及

し
た
タ
バ
コ
は
、
そ
の
実
害
が
明
ら
か

に
な
る
に
つ
れ
て
各
国
で
規
制
が
進
み
、

２
０
０
５
年
に
は
タ
バ
コ
規
制
枠
組
み
条

約
の
制
定
に
至
る
。
麻
は
ま
さ
に
そ
の
逆

の
道
を
歩
ん
で
い
る
と
い
え
よ
う
。

品
種
の
観
点
か
ら
見
た
単
一
条
約
の
課

題
を
表
５
に
整
理
し
た
。
Ｔ
Ｈ
Ｃ
を
こ
れ

ま
で
ど
お
り
「
猛
毒
で
全
く
役
に
立
た
な

い
（
等
級
Ⅳ
）」
と
位
置
付
け
る
の
か
、「
比

較
的
安
全
な
有
用
成
分
」
と
位
置
付
け
、

等
級
Ⅳ
か
ら
除
外
し
た
り
、
等
級
Ⅱ
や
等

級
Ⅲ
に
格
下
げ
し
た
り
す
る
の
か
が
最
大

の
課
題
で
あ
る
。

現
状
で
は
、
各
国
が
Ｔ
Ｈ
Ｃ
濃
度
を

０
・
３
％
未
満
と
定
め
て
産
業
用
ヘ
ン
プ

は
普
及
し
て
お
り
、
Ｔ
Ｈ
Ｃ
以
外
の
カ
ン

ナ
ビ
ノ
イ
ド
を
使
っ
た
商
品
が
販
売
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
薬
用
型
で
も
大
麻
植
物

由
来
の
医
薬
品
が
世
界
28
カ
国
で
販
売
さ

れ
、
さ
ら
に
医
療
用
大
麻
や
嗜
好
用
大
麻

を
合
法
化
し
た
国
や
地
域
が
出
現
し
て
き

た
こ
と
で
、
ま
す
ま
す
整
合
性
が
と
れ
な

く
な
っ
て
い
る
。
栽
培
禁
止
条
項
や
臨
床

研
究
の
手
続
き
が
複
雑
で
大
規
模
な
研
究

が
進
め
ら
れ
な
い
と
い
う
事
態
は
、
早
急

に
解
決
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ち
な
み

に
同
じ
国
連
の
管
轄
で
も
、
植
物
の
新
品

種
に
関
す
る
国
際
条
約
（
Ｕ
Ｐ
Ｏ
Ｖ
）
で

は
、
麻
は
農
業
用
（
産
業
用
）
と
薬
用
に

区
別
し
て
扱
わ
れ
、
農
業
用
で
あ
れ
ば
品

種
試
験
の
手
順
書
に
従
っ
て
新
品
種
の
登

録
手
続
き
が
進
め
ら
れ
る
（
12
年
～
）。

こ
う
し
た
事
態
に
対
し
て
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は

今
年
11
月
に
カ
ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
の
う
ち
Ｃ

Ｂ
Ｄ
を
麻
薬
指
定
物
質
に
す
る
べ
き
か
ど

う
か
を
検
討
す
る
こ
と
を

発
表
し
た
。
ま
た
、
大
麻

の
麻
薬
指
定
の
手
続
き
の

見
直
し
に
向
け
て
専
門
委

員
会
を
18
カ
月
以
内
に
設

置
し
て
、
検
討
を
進
め
る

意
向
を
示
し
て
い
る
。

日
本
は
、
最
新
の
科
学

的
知
見
よ
り
も
、
形
骸
化

し
た
国
際
条
約
に
即
し
た

立
場
で
大
麻
を
全
般
的
に

禁
止
す
る
姿
勢
を
固
持
し

て
き
た
。
大
麻
取
締
法
の

規
制
の
も
と
、
栽
培
試
験

は
お
ろ
か
、
利
用
拡
大
を

模
索
す
る
こ
と
も
難
し
い

の
が
現
状
で
あ
る
。
世
界

的
に
Ｔ
Ｈ
Ｃ
濃
度
が
０
・

３
％
以
下
の
品
種
に
限
定

さ
れ
る
産
業
用
ヘ
ン
プ
が

広
が
る
な
か
で
、
Ｔ
Ｈ
Ｃ

の
国
際
評
価
が
定
ま
れ

ば
、
日
本
で
も
産
業
用
ヘ

ン
プ
の
安
全
性
が
理
解
さ

れ
や
す
く
な
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
か
つ
て
は

全
国
各
地
で
栽
培
さ
れ
、
幅
広
く
利
用
し

て
き
た
歴
史
を
持
つ
我
が
国
に
は
、
麻
、

さ
ら
に
は
カ
ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
を
積
極
的
に

研
究
し
、
人
類
に
ど
の
よ
う
な
貢
献
が
で

き
る
か
に
つ
い
て
国
際
社
会
の
議
論
を

リ
ー
ド
す
る
役
割
を
期
待
し
た
い
。

品　種 現　状 条約の課題 WHOの対応

繊 維 型

・�各国がTHC濃度を0.3％未満と
基準を定めて、産業用ヘンプ
として普及

・�THC以 外 の カ ン ナ ビ ノ イ ド
（例：CBD）を使った商品が販
売されている

①等級Ⅳに指定
②�THC濃度や品種に関係な

く、大麻植物すべてが規制
対象

③�22条の栽培禁止条項がある

CBDを麻薬指定物質にす
べきかどうかを検討

（17年11月）

薬 用 型

・�大麻植物由来の医薬品がすでに
世界28カ国で販売されている

・�ハーブ（薬草）としての医療
用大麻を合法化した国・地域
が出現

・�嗜好用大麻を合法化した国・
地域が出現（例：ウルグアイ、
米国コロラド州、カナダ（18
年～））

①等級Ⅳがすでに形骸化
②�等級Ⅳに科学的根拠がない
③�等級Ⅳがネックで臨床研究

の手続きが複雑で、大規模
な研究が進んでいない

16年11月に大麻の麻薬
指定の手続きが正式では
なかったと表明。その問
題について検討する専門
委員会を18カ月以内に組
織化する予定

表５：品種の区別化による単一条約の課題とWHOの対応
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�
�

人
々
は
麻
の
魅
力
に�

親
し
ん
で
い
た

昆
吉
則
（
本
誌
編
集
長
）　

日
本
の
伝
統

文
化
に
は
欠
か
せ
な
い
麻
で
す
が
、
戦
後

は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
つ
く
っ
た
大
麻
取
締
法
に
よ

る
麻
薬
規
制
に
よ
っ
て
自
由
に
栽
培
で
き

な
く
な
っ
た
こ
と
に
私
は
ず
っ
と
疑
問
を

感
じ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
法
律
に
関

す
る
問
題
を
含
め
て
お
話
を
伺
い
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
、
先
生
が
麻
に
関

心
を
持
た
れ
た
き
っ
か
け
を
教
え
て
い
た

だ
け
ま
す
か
？

パ
ト
リ
ッ
ク
・
コ
リ
ン
ズ
氏
（
麻
布
大
学

教
授
）　

ま
ず
は
麻
布
大
学
に
は
「
麻
」

の
文
字
が
あ
り
ま
す
ね
。
地
名
に
も
麻

布
、
麻
生
な
ど
「
麻
」
の
つ
く
場
所
は
日

本
各
地
に
あ
り
ま
す
。
人
の
名
前
に
も
使

わ
れ
て
い
ま
す
し
、
日
本
人
に
と
っ
て
は

馴
染
み
深
い
植
物
と
し
て
興
味
を
持
ち
ま

し
た
。
も
う
一
つ
は
、
私
の
専
門
は
環
境

科
学
で
す
が
、
そ
の
関
係
で
エ
コ
・
プ
ロ

ダ
ク
ツ
の
展
示
会
に
出
か
け
た
際
に
麻
産

業
再
生
運
動
を
さ
れ
て
い
る
方
に
お
会
い

し
た
こ
と
で
す
。

昆
　
麻
の
研
究
を
始
め
て
何
年
く
ら
い
に

な
る
の
で
す
か
？

コ
リ
ン
ズ
　
10
年
く
ら
い
経
ち
ま
す
。
麻

の
歴
史
や
日
本
の
麻
栽
培
の
話
を
聞
い
て

さ
ら
に
調
べ
て
い
く
と
、
麻
の
世
界
の
お

も
し
ろ
さ
に
気
づ
き
ま
し
た
。
研
究
と
い

う
の
は
お
も
し
ろ
い
と
続
く
ん
で
す
。

昆
　
麻
の
魅
力
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
？

コ
リ
ン
ズ
　
歴
史
の
本
や
歴
史
学
者
に
聞

い
た
話
で
は
、
縄
文
時
代
か
ら
麻
は
あ
っ

て
、
最
初
は
繊
維
の
た
め
で
す
ね
。
ま
ず

弓
を
作
っ
て
、
ロ
ー
プ
や
網
、
生
地
を
つ

く
る
こ
と
が
で
き
た
民
族
は
強
く
な
り
ま

し
た
。
ほ
か
の
民
族
が
そ
こ
か
ら
学
ん

で
、
真
似
を
し
て
広
が
り
ま
し
た
。
麻
は

危
な
い
と
い
う
よ
り
魅
力
的
な
農
産
物
で

す
よ
。

昆
　
麻
は
日
本
だ
け
で
な
く
世
界
各
地
に

も
広
が
っ
て
い
ま
す
。

コ
リ
ン
ズ
　
そ
の
理
由
は
こ
う
考
え
て
い

ま
す
。
た
と
え
ば
、
何
百
年
も
前
の
も
の

で
す
が
、
天
皇
陛
下
が
臨
席
し
た
行
事
で

陛
下
の
前
に
置
か
れ
た
テ
ー
ブ
ル
の
上
に

麻
の
種
が
描
か
れ
た
絵
が
残
っ
て
い
ま
す
。

彼
は
ど
こ
か
に
行
く
と
き
に
は
、
麻
の
種

を
持
っ
て
出
か
け
た
よ
う
で
す
。
種
が

あ
れ
ば
、
ど
こ
に
行
っ
て
も
数
カ
月
で
麻

を
育
て
る
こ
と
が
で
き
て
、
繊
維
が
取
れ 

て
、
油
も
調
達
で
き
た
の
で
す
。

昆
　
繊
維
の
ほ
か
に
も
利
用
用
途
が
あ
っ

た
ん
で
す
か
？

コ
リ
ン
ズ
　
ホ
ル
モ
ン
の
バ
ラ
ン
ス
が
狂

う
と
身
体
に
影
響
を
与
え
ま
す
が
、
人
間

は
そ
れ
を
麻
で
リ
セ
ッ
ト
し
て
治
し
て
き

ま
し
た
。
人
間
は
農
作
物
と
し
て
栽
培
す

る
以
前
か
ら
麻
を
少
な
く
と
も
１
万
年
は

使
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
最

近
に
な
っ
て
エ
ン
ド
・
カ
ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド

と
し
て
、
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

昆
　
人
々
は
経
験
的
に
気
づ
い
て
、
知
っ

て
い
た
わ
け
で
す
よ
ね
。

コ
リ
ン
ズ
　
そ
う
で
す
。
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
つ
い

て
も
知
ら
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
エ
ジ
プ
ト

で
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
、
ギ
リ
シ
ャ
や

イ
ン
ド
、
中
国
な
ど
、
ど
の
国
で
も
昔
の

医
学
で
は
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

�
�

米
国
が
レ
ー
ル
を
引
い
た�

世
界
的
な
大
麻
禁
止
の
流
れ

コ
リ
ン
ズ
　
先
進
国
の
な
か
で
米
国
が
ほ

か
の
国
と
違
う
の
は
、
長
い
歴
史
が
な
い

か
ら
で
す
。

昆
　
な
る
ほ
ど
、
そ
の
と
お
り
で
す
ね
。

コ
リ
ン
ズ
　
米
国
で
は
大
麻
が
違
法
に
な

る
前
に
ア
ル
コ
ー
ル
を
規
制
す
る
法
律
が

で
き
て
い
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
に
し
て
も

何
千
年
の
歴
史
が
あ
る
の
で
、
普
通
の
国

で
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
し
た
。
な
ぜ

米
国
な
ら
可
能
か
と
い
う
と
、
大
手
企
業

が
政
府
と
結
託
し
て
法
律
化
し
て
し
ま
っ

た
か
ら
で
す
。
そ
し
て
、
次
に
大
麻
を
違

法
に
す
る
こ
と
に
し
た
ん
で
す
ね
。

昆
　
で
も
、
米
国
に
は
麻
文
化
は
な
か
っ

た
ん
で
し
ょ
う
？

コ
リ
ン
ズ
　
医
療
分
野
で
は
異
な
る
病
気

に
対
し
て
カ
ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
の
配
合
割
合

の
違
う
薬
が
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
マ
リ

産
業
用
ヘ
ン
プ
を
取
り
巻
く

問
題
と
可
能
性

専
門
家
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

5

パトリック・コリンズ氏
1952年イギリス生まれ。ケンブリッジ
大学で理学と経済学を学んだ後、イン
ペリアル・カレッジの経営学部にて修
士号、博士号を取得。研究太陽発電
衛星および宇宙旅行の経済性について
の研究を行なう。一方で日本の麻に興
味を持ち、麻が地方を創生し、しかも
地球環境にとっても優れたビジネスであ
るという立場で研究を続けている。99
年より麻布大学で教鞭を執り、生命・
環境科学部環境科学科・環境経済学
研究室・教授を務める。
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特 集︱産業用ヘンプの世界の最新動向

フ
ァ
ナ
は
メ
キ
シ
コ
人
が
持
ち
込
ん
だ
の

で
税
金
法
な
ど
が
制
定
さ
れ
て
も
、
米
国

議
会
は
強
く
抵
抗
し
な
か
っ
た
わ
け
で

す
。
と
こ
ろ
が
、
大
麻
を
規
制
す
る
法
律

が
で
き
た
ら
、
ヘ
ン
プ
産
業
が
消
え
て
、

同
時
に
薬
も
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
初
め

て
、
事
態
の
重
さ
に
気
づ
い
た
ん
で
す
。

昆
　
大
麻
規
制
に
よ
っ
て
米
国
社
会
で
得

を
し
た
の
は
誰
だ
っ
た
ん
で
す
か
？

コ
リ
ン
ズ
　
農
業
分
野
で
は
綿
の
業
界
で

す
。
麻
は
農
薬
を
使
い
ま
せ
ん
が
、
綿
の

生
産
に
は
農
薬
が
た
く
さ
ん
必
要
で
す
か

ら
。
そ
れ
か
ら
紙
、
パ
ル
プ
の
紙
、
そ
し

て
石
油
産
業
で
す
。
麻
の
栽
培
を
違
法
に

し
な
か
っ
た
ら
、
石
油
産
業
は
急
速
に
成

長
し
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

昆
　
世
界
中
を
見
渡
せ
ば
、
大
麻
は
い
ろ

ん
な
と
こ
ろ
で
吸
わ
れ
て
い
ま
す
。
習
慣

性
と
い
う
点
で
は
、
タ
バ
コ
の
ほ
う
が
強

い
と
思
い
ま
す
が
、
米
国
の
タ
バ
コ
産
業

が
自
分
た
ち
の
成
長
を
期
待
し
て
大
麻
の

規
制
を
画
策
し
た
と
い
う
こ
と
は
な
い
ん

で
し
ょ
う
か
？

コ
リ
ン
ズ
　
そ
の
説
は
お
も
し
ろ
い
で
す

ね
。
た
だ
、
１
９
３
０
年
代
当
時
、
マ
リ

フ
ァ
ナ
を
吸
う
習
慣
が
な
か
っ
た
の
で
、

労
働
者
と
し
て
米
国
に
移
り
住
ん
だ
メ
キ

シ
コ
人
か
ら
税
収
を
得
よ
う
と
模
索
し
た

と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。

昆
　
た
と
え
ば
Ｅ
Ｕ
諸
国
に
も
大
麻
の
規

制
が
あ
り
ま
し
た
が
、
日
本
と
同
様
に
米

国
の
影
響
が
強
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

コ
リ
ン
ズ
　
そ
こ
ま
で
詳
し
く
あ
り
ま
せ

ん
が
、
私
の
理
解
で
は
、
す
べ
て
米
国
が

作
っ
た
問
題
で
す
。
影
響
が
強
い
国
は
抑

え
ら
れ
て
、
敗
戦
国
の
ド
イ
ツ
と
日
本
は

ノ
ー
と
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
軍
隊
で
は

ロ
ー
プ
や
テ
ン
ト
に
麻
の
繊
維
を
よ
く
使

い
ま
す
。
麻
が
な
け
れ
ば
軍
隊
は
動
け
な

い
と
い
う
話
も
あ
り
ま
し
た
し
、
米
国
産

の
ナ
イ
ロ
ン
を
麻
繊
維
に
替
え
て
売
り
た

か
っ
た
と
い
う
話
も
あ
り
ま
す
。
で
も
、

Ｅ
Ｕ
圏
で
は
、
96
年
に
ド
イ
ツ
で
産
業
用

ヘ
ン
プ
の
国
際
安
全
基
準
が
で
き
て
か
ら

ゆ
っ
く
り
進
歩
し
て
い
ま
す
。
ド
イ
ツ
人

の
話
で
は
、
法
律
上
は
栽
培
で
き
る
こ
と

に
な
っ
て
い
て
も
、
小
麦
な
ど
の
麻
以
外

の
穀
物
に
は
補
助
金
が
あ
る
の
で
、
農
家

は
利
潤
の
観
点
で
穀
物
を
選
ん
で
い
る
よ

う
で
す
。
３
万
ha
に
及
ぶ
Ｅ
Ｕ
圏
の
麻
栽

培
の
半
分
ぐ
ら
い
は
フ
ラ
ン
ス
で
す
。

昆
　
先
日
、
日
仏
ヘ
ン
プ
国
際
交
流
シ
ン

ポ
で
、
シ
ャ
ル
ル
・
ド
・
ゴ
ー
ル
元
大
統

領
が
農
業
政
策
と
し
て
麻
栽
培
を
支
援
し

た
と
い
う
話
を
伺
い
ま
し
た
が
、
ま
さ
に

象
徴
的
だ
と
思
い
ま
し
た
。
非
常
に
独
立

心
が
強
い
彼
な
ら
、
米
国
に
対
し
て
自
分

の
態
度
を
持
ち
続
け
ら
れ
た
の
だ
な
と
。

コ
リ
ン
ズ
　
そ
う
で
す
ね
。
ち
な
み
に
中

国
や
ロ
シ
ア
は
影
響
を
受
け
て
い
な
い
の

で
、
麻
の
栽
培
は
続
い
て
い
ま
す
。

�
�

産
業
用
ヘ
ン
プ
の
障
壁
は�

大
麻
取
締
法
の
既
得
権
益
か

昆
　
産
業
用
ヘ
ン
プ
が
マ
リ
フ
ァ
ナ
な
ど

と
線
引
き
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

コ
リ
ン
ズ
　
ま
ず
麻
と
い
う
植
物
は
約

１
０
０
０
種
類
あ
り
ま
す
。
そ
の
な
か
で

麻
薬
成
分
を
含
む
種
類
と
含
ま
な
い
種
類

が
あ
っ
て
各
国
で
法
律
は
バ
ラ
バ
ラ
で
す

が
、
産
業
用
ヘ
ン
プ
、
医
療
用
大
麻
、
そ

し
て
嗜
好
用
（
娯
楽
用
）
大
麻
の
３
つ
の

種
類
に
分
か
れ
ま
す
。
米
国
で
は
４
年
前

に
産
業
用
ヘ
ン
プ
の
法
律
が
更
新
さ
れ

て
、
合
法
に
な
り
ま
し
た
。
医
療
用
は
も

う
20
年
前
か
ら
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
解

禁
に
な
っ
て
以
来
、
い
ま
で
は
半
分
以
上

の
州
政
府
が
許
可
し
て
い
ま
す
。

昆
　
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
は
か
つ
て
の

ワ
イ
ン
だ
と
か
を
抜
い
て
、
金
額
的
に
は

麻
が
一
番
の
農
業
生
産
物
に
な
っ
て
い
る

ん
で
す
よ
ね
。

コ
リ
ン
ズ
　
そ
れ
は
だ
い
た
い
Ｔ
Ｈ
Ｃ
を

多
く
含
む
医
療
用
で
し
ょ
う
。
米
国
で
は

医
療
用
は
Ｏ
Ｋ
で
も
、
産
業
用
ヘ
ン
プ
は

許
さ
な
い
時
代
が
長
く
続
い
て
い
ま
し

た
。
で
も
、
ド
イ
ツ
の
安
全
基
準
が
規
定

さ
れ
て
、
そ
の
後
、
米
国
以
外
の
国
々
は

産
業
用
ヘ
ン
プ
の
規
制
を
ど
ん
ど
ん
解
い

て
受
け
入
れ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
、

と
う
と
う
米
国
も
13
年
に
法
律
で
産
業
用

ヘ
ン
プ
と
医
療
用
、
嗜
好
用
を
区
別
す
る

こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
。

昆
　
日
本
に
は
麻
の
歴
史
が
あ
っ
て
、
農

業
の
な
か
で
も
医
薬
品
分
野
を
含
め
て
、

非
常
に
産
業
的
な
可
能
性
の
大
き
な
ジ
ャ

ン
ル
だ
と
わ
か
っ
て
い
る
の
に
、
米
国
の

影
響
が
強
く
て
、
戦
後
に
押
し
付
け
ら
れ

た
大
麻
取
締
法
で
麻
は
全
面
的
に
規
制
さ

れ
て
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
に
は
警
察
権

を
持
つ
麻
薬
取
締
官
が
い
て
、
法
務
省
か

ら
し
た
ら
警
察
で
や
り
た
い
と
こ
ろ
で
も

厚
生
労
働
省
が
既
得
権
益
を
手
放
せ
な
い

の
で
は
な
い
か
と
私
は
勝
手
に
想
像
し
て

い
る
の
で
す
が
―
―
。

コ
リ
ン
ズ
　
私
も
最
近
は
そ
う
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
マ
リ
フ
ァ
ナ
成
分
が
Ｔ

Ｈ
Ｃ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
う
ち
は

区
別
で
き
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
21
年
前

に
産
業
用
ヘ
ン
プ
は
Ｔ
Ｈ
Ｃ
濃
度
を
０
・

３
％
未
満
の
品
種
に
限
定
す
る
と
い
う
国

際
基
準
が
で
き
て
か
ら
は
も
う
危
な
く
な
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い
わ
け
で
す
。
日
本
で
産
業
用
ヘ
ン
プ
を

栽
培
で
き
な
く
て
も
、
国
民
の
利
益
は
何

も
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
製
薬
メ
ー
カ
ー

は
影
響
を
受
け
る
ん
で
す
ね
。

昆
　
そ
う
で
す
か
。
そ
の
話
題
に
つ
い
て

も
う
少
し
詳
し
く
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

コ
リ
ン
ズ
　
米
国
政
府
が
公
表
し
た
特
許

が
あ
り
ま
す
。
麻
由
来
の
化
学
成
分
で
あ

る
カ
ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
が
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

病
の
役
に
立
つ
と
い
う
内
容
で
、
こ
れ

は
医
療
用
大
麻
で
は
な
く
、
Ｔ
Ｈ
Ｃ
の

少
な
い
産
業
用
ヘ
ン
プ
に
含
ま
れ
る
カ

ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
に
つ
い
て
の
特
許
で
す
。

２
０
０
３
年
に
出
願
さ
れ
た
も
の
で
す
か

ら
、
日
本
の
薬
事
行
政
で
も
わ
か
っ
て
い

る
こ
と
で
す
。
日
本
で
も
す
で
に
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
病
の
薬
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ

は
実
際
に
は
治
す
こ
と
は
で
き
な
く
て
、

症
状
を
抑
え
る
だ
け
で
す
。
な
の
で
、
カ

ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
に
効
果
が
あ
る
と
製
薬

メ
ー
カ
ー
は
薬
が
売
れ
な
く
な
る
の
で
困

る
と
い
う
わ
け
で
す
。

昆
　
厚
生
労
働
省
は
も
ち
ろ
ん
、
わ
か
っ

て
い
る
は
ず
で
す
よ
。
そ
れ
で
い
て
、
大

麻
が
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
違
法
薬
物
依
存
を

導
く
み
た
い
な
こ
と
を
言
っ
て
あ
え
て
、

先
進
国
の
中
で
世
界
の
潮
流
に
逆
ら
っ
て

い
る
わ
け
で
す
ね
。

コ
リ
ン
ズ
　
ガ
ン
の
薬
も
同
じ
く
ら
い
あ

り
ま
す
。
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
と
ガ
ン
に

カ
ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
が
有
効
で
あ
る
と
い
う

書
籍
も
出
て
い
ま
す
。
米
国
で
も
産
業
用

ヘ
ン
プ
の
栽
培
を
許
可
す
る
ま
で
に
10
年

か
か
り
ま
し
た
が
、
米
国
で
解
禁
さ
れ
た

13
年
以
降
も
厚
生
労
働
省
は
態
度
を
変
え

て
い
ま
せ
ん
。
ま
さ
に
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム

症
候
群
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
？

昆
　
誘
拐
さ
れ
た
人
が
、
一
緒
に
過
ご
す

う
ち
に
誘
拐
犯
に
共
感
し
て
い
く
と
い
う

ア
レ
で
す
ね
。

コ
リ
ン
ズ
　
現
在
の
技
術
で
は
産
業
用
ヘ

ン
プ
と
嗜
好
用
大
麻
、
マ
リ
フ
ァ
ナ
は
簡

単
に
区
別
で
き
る
の
で
す
が
、
危
な
い
と

い
う
主
張
が
続
い
て
い
る
わ
け
で
す
。
14

年
４
月
１
日
に
農
林
水
産
省
で
開
か
れ
た

会
議
の
席
上
で
も
、
厚
生
労
働
省
の
人
は

米
国
で
産
業
用
ヘ
ン
プ
を
マ
リ
フ
ァ
ナ
と

区
別
す
る
よ
う
に
法
律
が
更
新
さ
れ
た
こ

と
を
教
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
は
非
常

に
よ
く
な
い
こ
と
で
す
ね
。
私
も
そ
う
い

う
対
応
を
経
験
し
て
い
ま
す
。
い
ま
、
私

は
山
口
県
で
小
さ
な
農
場
で
麻
栽
培
を
す

る
た
め
の
申
請
を
し
て
い
る
の
で
す
。

昆
　
山
口
で
、
で
す
か
？

コ
リ
ン
ズ
　
実
は
単
身
赴
任
で
関
東
に
住

ん
で
い
ま
し
て
、
家
族
は
山
口
に
い
ま
す

の
で
、
そ
こ
で
始
め
よ
う
と
思
っ
て
い
る

ん
で
す
。
私
は
約
１
０
０
ペ
ー
ジ
の
資
料

を
提
出
し
ま
し
た
。
許
可
が
下
り
な
い
の

は
健
康
上
の
危
害
を
防
止
す
る
た
め
と
い

う
理
由
な
の
で
す
が
、
私
は
、「
誰
の
？
」

「
ど
ん
な
？
」「
そ
の
危
害
の
規
模
は
？
」

と
聞
き
続
け
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
は
科
学

的
に
話
し
て
い
る
の
で
す
が
、
あ
い
ま
い

な
答
え
に
な
る
の
は
、
産
業
用
ヘ
ン
プ
に

は
危
害
が
な
い
か
ら
で
す
。

昆
　
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
の
仕
方
も

非
常
に
特
殊
だ
と
思
い
ま
す
。

コ
リ
ン
ズ
　「
大
麻
」
と
い
う
言
葉
を
使

う
と
ほ
と
ん
ど
の
人
は
フ
リ
ー
ズ
（
思
考

停
止
）
す
る
で
し
ょ
う
。

昆
　
薬
学
の
先
生
も
医
師
も
厚
生
労
働
省

と
の
関
係
が
あ
っ
て
、
睨
ま
れ
た
く
な
い

と
。
彼
ら
が
自
己
規
制
し
て
し
ま
う
と
い

う
状
況
を
作
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
国
益

と
し
て
損
を
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
よ
。

コ
リ
ン
ズ
　
私
は
経
済
学
を
教
え
て
い
ま

す
が
、
日
本
は
25
年
間
経
済
成
長
が
ゼ
ロ

の
ま
ま
で
す
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
不
足
の

原
因
は
ま
さ
に
そ
こ
に
あ
る
と
言
い
た
い

で
す
ね
。

�
�

現
代
の
病
は“
麻
不
足
病
”!?

コ
リ
ン
ズ
　
麻
栽
培
の
や
り
取
り
の
な
か

で
山
口
県
の
薬
務
課
か
ら
の
返
答
に
は

「
麻
は
輸
入
す
る
ほ
う
が
い
い
」
と
い
う

の
も
あ
り
ま
し
た
。そ
れ
は
間
違
い
で
す
。

経
済
の
観
点
で
は
国
産
の
ほ
う
が
断
然
い

い
で
す
。田
舎
の
衰
退
を
ま
ね
き
ま
す
よ
。

昆
　
そ
れ
は
当
た
り
前
で
し
ょ
う
。

コ
リ
ン
ズ
　
た
と
え
ば
大
学
の
生
協
売
店

で
は
ヘ
ン
プ
シ
ー
ド
入
り
の
グ
ミ
を
見
つ

け
ま
し
た
。
大
麻
は
危
な
い
と
い
い
な
が

ら
、
ヘ
ン
プ
シ
ー
ド
入
り
の
食
品
を
子
ど

も
に
売
っ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

昆
　
い
や
い
や
、
こ
れ
は
お
も
し
ろ
い
！

コ
リ
ン
ズ
　
こ
の
お
菓
子
は
も
ち
ろ
ん
健

康
に
全
く
問
題
な
い
で
す
ね
。
種
は
輸
入

す
る
際
に
だ
い
た
い
加
熱
す
る
の
で
、
栄

養
は
な
く
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
国
産
の

産業用ヘンプに含まれるカンナビノイドが
医療に効果があるという内容の米国の特許情報
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ほ
う
が
新
鮮
で
栄
養
価
も
高
い
は
ず
で

す
。食
品
用
の
ヘ
ン
プ
シ
ー
ド
の
話
題
は
、

最
近
に
な
っ
て
米
国
が
法
律
を
改
正
し
た

理
由
に
も
関
係
し
て
い
る
ん
で
す
。

昆
　
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
？

コ
リ
ン
ズ
　
実
は
米
国
で
は
食
品
用
ヘ
ン

プ
シ
ー
ド
の
カ
ナ
ダ
か
ら
の
輸
入
量
が
す

ご
く
増
え
て
、
数
百
億
円
規
模
に
な
り
、

米
国
の
農
家
の
怒
り
を
買
っ
た
の
で
す
。

輸
入
は
Ｏ
Ｋ
で
栽
培
は
禁
止
と
い
う
の
は

お
か
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

昆
　
米
国
も
ま
と
も
な
判
断
を
し
た
わ
け

で
す
ね
。
米
国
で
は
産
業
用
ヘ
ン
プ
を
栽

培
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
経
済
的
な
効
果

は
ど
の
く
ら
い
出
て
い
ま
す
か
？

コ
リ
ン
ズ
　
栽
培
面
積
に
し
て
ゼ
ロ
か
ら

昨
年
は
約
４
０
０
０
ha
に
、
今
年
は
１
万

ha
近
い
面
積
に
広
が
っ
て
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
大
事
な
の
は
利
用
が
増
え
て
い

る
こ
と
で
、も
と
も
と
の
繊
維
に
加
え
て
、

食
品
や
と
く
に
健
康
食
品
、
カ
ン
ナ
ビ
ノ

イ
ド
製
品
と
し
て
市
場
が
大
き
く
な
っ
て

い
ま
す
。

昆
　
そ
こ
に
ビ
ジ
ネ
ス
の
チ
ャ
ン
ス
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

コ
リ
ン
ズ
　
昔
は
全
国
に
麻
が
あ
っ
て
、

誰
も
が
衣
食
住
に
使
っ
て
い
ま
し
た
。
薬

草
と
し
て
麻
の
実
を
食
べ
た
り
、
葉
っ
ぱ

を
乾
燥
し
て
お
茶
に
し
た
り
、
生
の
葉
を

食
べ
た
り
、
夏
に
麻
の
服
を
切
れ
ば
臭
い

を
吸
収
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
薬
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
カ
ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
を

摂
取
す
る
こ
と
で
そ
の
効
果
を
得
て
い
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
麻
が
な
く
な
っ
た
。
言

い
す
ぎ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
現
代
の
病

気
は
、
ガ
ン
も
含
め
て
“
麻
不
足
病
”
で

は
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。

昆
　
そ
れ
は
お
も
し
ろ
い
発
想
で
す
ね
。

コ
リ
ン
ズ
　
人
の
身
体
は
エ
ン
ド
・
カ
ン

ナ
ビ
ノ
イ
ド
を
30
種
類
ぐ
ら
い
作
っ
て
い

ま
す
か
ら
、
人
に
よ
っ
て
足
り
な
い
も
の

も
違
い
ま
す
。
で
す
が
、
麻
に
は
１
０
０

種
類
の
カ
ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
が
含
ま
れ
て
い

る
の
で
、
麻
を
植
物
と
し
て
、
あ
る
い
は

食
べ
物
と
し
て
食
べ
る
こ
と
で
場
合
に

よ
っ
て
は
病
気
を
治
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

�
�

日
本
で
麻
を
も
っ
と
活
用�

す
る
た
め
に

昆
　
日
本
で
は
耕
作
放
棄
地
が
増
え
て
い

ま
す
よ
ね
。
そ
れ
と
同
時
に
お
米
の
消
費

が
減
っ
て
い
る
の
で
水
田
で
の
作
付
け
も

あ
り
得
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
麻
は
生
長

が
速
く
て
、
傾
斜
が
あ
る
と
こ
ろ
で
も
作

付
け
で
き
ま
す
か
ら
、
バ
イ
オ
マ
ス
と
し

て
還
元
す
れ
ば
農
地
を
健
全
化
す
る
の
に

も
一
役
買
う
で
し
ょ
う
。
そ
の
意
味
合
い

で
も
、
国
内
で
産
業
用
ヘ
ン
プ
を
栽
培
で

き
れ
ば
、
日
本
の
農
業
に
と
っ
て
も
可
能

性
が
広
が
り
ま
す
ね
。
そ
の
た
め
に
も
法

律
の
問
題
で
は
、
ど
の
よ
う
な
解
決
方
法

が
考
え
ら
れ
ま
す
か
？

コ
リ
ン
ズ
　
日
本
の
法
律
に
関
わ
る
問
題

と
し
て
は
３
つ
の
ス
テ
ッ
プ
が
必
要
で

す
。
ひ
と
つ
は
、
許
可
さ
れ
て
い
る
の
が

麻
の
繊
維
（
茎
）
と
種
子
だ
け
で
、
安
全

な
の
に
葉
と
花
序
は
使
え
な
い
こ
と
で

す
。
２
つ
め
は
米
国
に
な
ら
っ
て
法
律
を

更
新
す
る
こ
と
で
す
。
産
業
用
ヘ
ン
プ
を

Ｔ
Ｈ
Ｃ
濃
度
に
よ
っ
て
区
別
す
る
。
Ｔ
Ｈ

Ｃ
濃
度
０
・
３
％
以
下
の
麻
は
、
昔
の
ま

ま
の
農
産
物
に
戻
し
た
い
で
す
ね
。
い
ま

で
は
植
物
の
エ
キ
ス
を
出
し
て
検
査
キ
ッ

ト
に
か
け
れ
ば
、
マ
リ
フ
ァ
ナ
か
産
業
用

ヘ
ン
プ
か
一
瞬
で
わ
か
り
ま
す
か
ら
。
区

別
す
れ
ば
、
葉
や
花
序
を
使
っ
た
産
業
に

は
無
数
の
可
能
性
が
広
が
り
ま
す
。
３
つ

め
は
医
療
用
大
麻
に
つ
い
て
、
も
っ
と
研

究
す
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

昆
　
そ
れ
に
し
て
も
麻
の
テ
ー
マ
は
正
し

い
こ
と
を
主
張
す
る
に
し
て
も
デ
リ
ケ
ー

ト
な
部
分
を
含
ん
で
い
ま
す
ね
。

コ
リ
ン
ズ
　
私
は
「
産
業
用
麻
」「
産
業

用
ヘ
ン
プ
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
ま

す
。
学
生
た
ち
も
ヘ
ン
プ
シ
ー
ド
入
り
の

パ
ン
や
、
麻
の
実
の
入
っ
た
七
味
唐
辛
子

を
食
べ
て
い
ま
す
。
後
か
ら
説
明
す
れ
ば

大
丈
夫
で
す
が
、「
大
麻
を
食
べ
ま
す
か
」

と
聞
か
れ
る
と
怖
い
で
し
ょ
う
。

昆
　
そ
う
で
す
ね
。
言
葉
づ
か
い
が
難
し

い
で
す
ね
。

コ
リ
ン
ズ
　
医
療
用
や
嗜
好
用（
娯
楽
用
）

に
つ
い
て
は
す
ぐ
に
変
わ
ら
な
く
て
い
い

と
思
い
ま
す
け
れ
ど
、
産
業
用
ヘ
ン
プ
に

つ
い
て
は
十
分
な
可
能
性
が
あ
り
ま
す
か

ら
、
積
極
的
に
取
り
組
み
を
広
げ
て
い
き

た
い
で
す
ね
。

昆
　
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ヘンプシード入りのグミ。子供が食べても
もちろん問題ない

麻の繊維を使った「ヘンプクリート」は湿度
調整能力に優れるので住宅用壁材に最適。
学生と一緒に試行錯誤をしてつくっている

カンナビノイドのガンやアルツハイマー病
に対する効能を紹介した書籍


